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１．問題と目的 

本研究は,「非認知能力の育成に向けた特別活

動の国際化と質保証に関する研究～日本型教育

先進地エジプトにおけるTokkatsuの効果検証～」

の一環として行ったものである。エジプトの小

学校で導入・実施されている特別活動（Tokkatsu）

の現地化の実態を調査し,個人と社会のウェル

ビーイングを支える要素ともいわれる非認知能

力に与える影響を明らかにする。本発表では,イ

ンタビューの発言内容から,エジプトの教師と

子供たちが学級会の実践を通じて得たことを分

析する。認識の違いや共通点を探ることで,非認

知能力との関連を考察する。

２．調査及び分析方法 

学級会の実践を行ったエジプトの教師 2 名

（教員歴:5年目と 14年目）と子供たち 6名（10

歳:2 名,11 歳:1 名,12 歳:1 名,14 歳:2 名）に事後

インタビューを実施し,発言内容をカテゴリー

分析の対象とした。カテゴリーの分類,設定の際

には,M-GTA(木下 2007)の手法を参考にしなが

ら,1 概念化(文の意味のまとまりで分類),2 カ

テゴリーの統合(概念を整理),3 確認,4 修正,5

再確認,という手順で行った。

３．結果と考察 

（1）教師と子供たち（共通点） 

集団における役割意識の向上や,集団で協力

することのよさ,人生につながる力（ライフスキ

ル）の向上に関するものが見られた。

（2）教師 

 学力の向上を実感している。また,教科横断的

な学びに繋がっていることを実感している。間

接的に学級会の取り組みが学力向上に影響して

いると考えている。分析力や,問題解決力など,

非認知能力の向上を実感している。しかし,学級

会の進め方に戸惑いを見せている。また,子供た

ちが何を得たのかを分かっていない部分もある。

保護者や特活専門教師との連携に悩んでいる様

子もうかがえた。 

（3）子供たち 

 活動を通じて,クラスをより良いものにしよ

うとする意識が芽生えている。話し合ったこと

を実行しようとする責任感を持てている。また,

生活への問題意識の向上がみられる。協力する

よさをとても感じており,他者への意見を聴き

ながら活動することで,共感性を育んでいるこ

とがうかがえる。 

 
表 1 子供たちの発言内容 


